
第二種郵便物認可

山
形
県
境
ま
で
約
ニ

ロキ
、
県
内
最

北
端
の
村
上
市

（旧
山
北
町
）
中
浜

集
落
。
日
本
海
が
日
前
に
広
が
る
鶏

舎
で
は
波
の
音
を
バ
ッ
ク
に
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
が
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
流
れ
る
。
隣
に
は
屋
外
の
遊
び

場
が
あ
り
、
鶏
た
ち
は
日
中
、
出
た

り
入
っ
た
り
自
由
に
動
き
回
る
。

養
鶏
業

「オ
ー
ク
リ
ッ
チ
」
の
富

樫
直
樹
社
長
雀
し
が
自
家
栽
培
の
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
の
葉
を
持

っ
て
く
る

と
、
鶏
が

一
斉
に
群
が
っ
て
く
る
。

「鶏
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
く
、

土
の
上
で
遊
ぶ
こ
と
で
野
生
の
姿
に

戻
る
」
。
音
楽
を
聞
か
せ
る
と
、
明

ら
か
に
落
ち
着
き
が
違
う
と
い
う
。

同
社
は
放
し
飼
い
鶏
の
卵
を
ブ
ラ

ン
ド
商
品
と
し
て
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
通
信
販
売
す
る
。

一
個
五
十

１
六
十
円
と

一
般
的
価
格
の
約
五
倍

て
作
っ
た
卵
は
殻
が
硬
く
、
コ
ク
の

あ
る
卵
黄
は
し
っ
か
り
と
し
て
、
は

し
で
つ
ま
め
る
ほ
ど
。
色
を
付
け
る

餌
を
与
え
な
い
た
め
、
レ
モ
ン
イ
エ

ロ
ー
色
だ
。
卵
白
は
二
段
階
に
盛
り

上
が
り
、
ほ
の
か
な
甘
み
が
あ
る
。

「卵
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
卵
か
け
ご

飯
に
ぴ
っ
た
り
。
天
然
塩
で
食
べ
る

と
、素
材
の
味
が
は
っ
き
り
分
か
る
」

と
富
樫
社
長
は
強
調
す
る
。

餌
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
に
カ
キ

殻
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
独
自
の
配
合
飼

料
だ
。
ほ
か
に
、
地
元
で
取
れ
た
青

菜
や
自
生
す
る
野
草
を
根
っ
こ
ご
と

直
接
、
食
べ
さ
せ
る
。
鶏
ふ
ん
は
野

菜
の
肥
料
と
し
て
農
家
に
使
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

飼
育
数
は
約
二
千
羽
。

一
日
に
約

二
千
個
の
卵
を
産
む
。
毎
日
午
前
六

時
す
ぎ
か
ら
、

一
つ
一
つ
手
で
採
卵

す
る
。
三
種
類
あ
る
商
品
ご
と
に
飼

育
方
法
も
違
う
。
「同
業
者
か
ら
は

非
効
率
と
言
わ
れ
る
が
、
う
ち
の
よ

う
な
超
零
細
養
鶏
場
は
差
別
化
し
な

い
と
生
き
残
っ
て
い
け
な
い
」

養
鶏
は
父
の
由
さ
ん
宅
こ
が

一
九

六
二
年
に
始
め
た
。
当
初
は

一
羽
ず

ん
の
引
退
で
廃
業
も
考
え
た
が
、
「長

年
の
固
定
客
も
お
り
、
辞
め
る
わ
け

に
い
か
な
い
」
と
町
役
場
を
退
職
し

引
き
継
い
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
・

現
在
、
震
客
は
県
内
や
関
東
地
方
ず

を
中
心
に
約
二
百
力
所
に
及
ぶ
。．レ
”

ス
ト
ラ
ン
な
ど
業
者
向
け
が
半
数
を
，．
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か
ら
愛
さ
れ
る
商
品
作
り
を
目
指
●

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

価
格
５
倍
も
フ
ァ
ン
離
れ
ず

も
す
る
が
、
「あ
っ
さ
り
と
し
て
、

優
し
い
自
然
な
味
」
と
評
判
を
呼
ん

で
い
る
。

生
育
環
境
や
餌
に
こ
だ
わ
り
抜
い

好物 の カ リフ ラ ワーの葉 に集 まる鶏。

自然 に近 い環境 や餌 で育 て るため、鶏

舎 のにおいは少な い =村 上 市 中浜

つ
お
り
に
入
れ
る

「ケ
ー
ジ
飼
育
」

だ
っ
た
が
、
卵
価
低
迷
や
人
口
減
少

な
ど
経
営
環
境
が
年
々
厳
し
さ
を
増

す
中
、
庭
先
で
飼
っ
て
い
た
昔
の
卵

の
味
を
求
め
、
八
六
年
か
ら
放
し
飼

い
に
切
り
替
え
た
。
三
年
前
、
由
さ

鶏
を
放
し
飼
い
で
育
て
た
オ
ー
ク
リ
ッ
チ

の
卵

「
野
芳
卵
」
。
卵
自
の
盛
り
上
が
り

は
鮮
度
の
良
さ
を
示
す

定

番
含

め
３
種

販
売

〈
メ
モ
〉
定
番
商
品

「野
芳

（や

ほ
う
）
卵
」
は
１
個
５。
円
。
ケ
ト
キ

や
茶
わ
ん
蒸
し
な
ど
調
理
向
き
の

「
素
王

（そ
お
う
）
卵
」
、
希
少
品

種
の

「横
斑

（お
う
は
ん
）
プ
ロ
マ

ス
ロ
ッ
ク
の
卵
」
は
６０
円
。
１
セ
ッ

ト

（１０
個
）
単
位
で
販
売
。
コ
メ
や

赤
カ
ブ
、
塩
と
セ
ッ
ト
に
し
た
贈
各
一

詔
ぷ
糀
平
舞
中発“

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

問
い
合
わ
せ
は
オ
ー
ク
リ
ッ
チ
、
ザ

（０
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０
）
９
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４
７
。
営
、

業
は
午
前
９
時
―
午
後
５
時
。
日
躍

定
休
。
Ｆ
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¨
ヽ
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〓
，
日
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